
４．その他

（2）世界文化遺産富士山の構成資産について

■世界文化遺産富士山の構成資産

出典：フジヤマ NAVI ホームページ

■各コース上世界文化遺産富士山の構成資産

○富士山に関わる文化財には、その山体だけでなく、周囲にある神社や登山道、風穴、溶岩樹型、湖沼などがある。
○これらの文化財は、富士山の価値を構成する資産（構成資産）という。
○各コース上世界遺産富士山の構成資産は以下に示す。
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分類 コース コース上世界文化遺産富士山の構成資産 箇所数

上
級
コ
ー
ス

コース1
北口本宮富士浅間神社、忍野八海、山中湖、河口湖、河口浅間神
社、富士御室浅間神社、西湖、精進湖、本栖湖

9

コース3 河口浅間神社、河口湖、富士御室浅間神社、西湖 4

コース4 本栖湖 1

中
級
コ
ー
ス

コース2 北口本宮富士浅間神社、忍野八海、山中湖 3

コース6
御師住宅、河口浅間神社、河口湖、富士御室浅間神社、船津胎内
樹型、北口本宮富士浅間神社

6

コース8 北口本宮富士浅間神社、御師住宅 2

初
級
コ
ー
ス

コース5 河口湖 1

コース7 河口湖、西湖 2



４．その他

（3）山中湖周辺の大規模自転車道の整備状況

出典：国土交通省ホームページ

■国道138号「山中湖自転車歩行者道」の整備状況

○山中湖湖畔や忍野村内には、大規模自転車道が整備されている。
○国道138号（国管理）の2km区間では、自転車歩道者道の整備が進んでいる。
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■一般県道富士吉田山中湖自転車道線概要

出典：富士東部建設事務所管内図より

整備済み区間：



（4）モデルコースの管理者区分

○モデルコースでは、国管理の区間は約34km、県管理区間は約77km、市町村管理区間は約13km、合計約124km。
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４．その他



（5）自転車走行空間の整備形態について（1/7）

○「自転車は『車両』であり、車道の左側通行が原則である」という考えに基づき、「安全で快適な自転車利用環境
創出ガイドライン」では、車道通行を基本とした下記の整備形態を提示
・自転車道
・自転車専用通行帯
・車道で自動車と混在する（車道混在）

出典：「第1回 安全で快適な自転車利用環境創出の促進に関する検討委員会」 配布資料
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４．その他



基本的な整備形態 整備イメージ 幅員について

自転車道

・幅員は2m以上とし、当該道路の自転車の交通状況を考慮し
て定めるものとする。

・地形の状況、その他の特別な理由によりやむを得ない場合に
おいては、1.5ｍまで縮小することができる。ただし、縮小する
場合は、道路付属物等設置箇所など局所的なものに留める
ことが望ましい。

自転車専用通行帯

・幅員は、自転車の安全な通行を考慮し、1.5ｍ以上を確保す
ることが望ましいが、道路の状況によりやむを得ない場合は
1.0ｍ以上1.5ｍ未満とすることができる。なお、幅員が1.0ｍ
以上1.5ｍ未満となる場合は、側溝の部分を除く舗装部分の
幅員を1.0ｍ程度確保することが望ましい。

自転車と自動車を
混在通行とする道

路（車道混在）

・歩道のある道路において、路肩や停車帯内のカラー化や車
道左側部の車線内に帯状の路面表示を設置する場合は、
自転車の通行幅を勘案し、幅員が1.0ｍ以上確保できる場合
に実施することが望ましい。

・歩道のない道路において、帯状の路面表示により示された
自転車通行空間は、自転車の通行幅を勘案し、幅員が1.0ｍ
以上確保できる場合に実施することが望ましい。なお、自転
車の走行速度が低い場合、現地の交通状況に応じて、75cm
以上とすることもできる

（5）自転車走行空間の整備形態について（2/7）

○各整備形態の整備イメージ及び必要幅員については、下記に示す。

資料：「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン」より抜粋
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４．その他



（5）自転車走行空間の整備形態について（3/7）

○各整備形態を選定にあたり、参考となる目安は下記に示す。

出典：「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン」 34

４．その他



＜丸の内自転車道整備の記者発表資料＞

４．その他

（5）自転車走行空間の整備形態について（4/7）-甲府市の自転車道の整備事例（丸の内周辺地区）
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出典：甲府河川国道事務所ホームページ 出典：甲府河川国道事務所ホームページ



４．その他

（5）自転車走行空間の整備形態について（5/7）-甲府市の自転車道の整備事例（丸の内周辺地区）

36
出典：「第8回 山梨県道路交通円滑化・安全委員会」公表資料より



４．その他

（5）自転車走行空間の整備形態について（6/7）-甲府市の自転車道の整備事例（朝日周辺地区）

37
出典：「第8回 山梨県道路交通円滑化・安全委員会」公表資料より



※検討地域は富士箱根伊豆国立公園内に位置しており、自然公園法や県および市町村景観条例等に留意する必要がある

5. 国道52号

4.甲府市朝日

3.国母通り 2.けやき通り

1.ボランティア通り

凡例

自転車走行環境整備箇所

高速道路
国道
その他道路

至

東
京
都

至

長
野
県

＜甲府市における自転車専用通行帯が整備された箇所＞

No 箇所名 住所 整備内容 供用時期

1 ボランティア通り 甲府市丸の内 自転車専用通行帯 平成24年11月

2 けやき通り 甲府市上町 自転車専用通行帯 平成24年11月

3 国母通り 甲府市国母 自転車専用通行帯 平成24年11月

4 甲府合同庁舎北～朝日3丁目 甲府市朝日町 自転車専用通行帯 平成22年4月

5 国道52号 甲府市上石田 自転車専用通行帯 平成26年4月

資料：山梨県警ホームページ

＜整備された箇所の状況②： NO.5国道52号＞

＜整備された箇所の状況①：NO.1 ボランティア通り＞

出典；公益財団法人山梨総合研究所 「News Letter」 vol.173-2

４．その他

（5）自転車走行空間の整備形態について（7/7）-甲府市の自転車専用通行帯の整備事例
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（6）自転車通行ルールについて（1/3）

○現在の道路交通法（平成25年12月1日施行）では、自転車は、車道走行が原則、歩道は例外。
○自転車が車道を通行する際に、自動車と同じ左側通行。
○歩道に「普通自転車歩道通行可」の標識があるとき、自転車が歩道を通行することができる。自転車が歩道を通

行する場合、車道寄りで、徐行をしなければならない。

出典：警視庁 ホームページ

「普通自転車歩道通行可」標識
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４．その他



（6）自転車通行ルールについて（2/3）

 

出典：警視庁 ホームページ
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４．その他



（6）自転車通行ルールについて（3/3）

   

出典：警視庁 ホームページ
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４．その他



５.ナショナルサイクルルート認定について
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５．ナショナルサイクルルート認定について

○７月27日に開催した「第4回安全で快適な自転車利用環境創出の促進に関する検討委員会」では、「ナショナル
サイクルルート」の認定について議題として揚げられた。

○認定を通じてルートをブランド化し、国内外の観光客の誘致増大につなげるねらい。
○認定基準及び整備方針については、今後検討する予定。

（1）ナショナルサイクルルート認定の概要（1/5）

▼認定のイメージ

出典：「第4回安全で快適な自転車利用環境創出の促進に関する検討委員会」 配布資料
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（1）ナショナルサイクルルート認定の概要（2/5）

出典：「第5回安全で快適な自転車利用環境創出の促進に関する検討委員会」 配布資料
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５．ナショナルサイクルルート認定について



（1）ナショナルサイクルルート認定の概要（3/5）

出典：「第5回安全で快適な自転車利用環境創出の促進に関する検討委員会」 配布資料
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５．ナショナルサイクルルート認定について



（1）ナショナルサイクルルート認定の概要（4/5）

出典：「第5回安全で快適な自転車利用環境創出の促進に関する検討委員会」 配布資料
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５．ナショナルサイクルルート認定について



（1）ナショナルサイクルルート認定の概要（5/5）

出典：「第5回安全で快適な自転車利用環境創出の促進に関する検討委員会」 配布資料
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５．ナショナルサイクルルート認定について


